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関連科目

児童サービス論（講義） 科目ナンバー

1年　後期 卒業単位

児童サービスの意義を理解し、子どもの本のみならず子どもの発達や心理について基本的な知識を身に付ける。

CL-LB1102-L

非常勤講師　森　佳江
（図書館司書）

授業計画

授業内容  事前事後学習内容
時間

（時間/週）

オリエンテーション、児童サービスの意義（理念と歴史を含む） 

司書必修

読書は子どもたちの健やかな成長に欠くことのできないものである。読書離れ、活字離れといわれるが、自分の読書力や興味に即し
た本と出合ったとき、子どもたちは一気に本の世界に飛び込んでゆく。児童図書館員は「子ども」と「子どもの本」とを結びつける重要
な役割を担っている。この科目では「子ども」と「子どもの本」との橋渡しをするために必要な基礎的知識や技能を習得する。

到達目標

知識・理解

思考・判断

興味・意欲・態度

子どもの成長に資する適切な資料を選択し、提供できるようになる。

子どもに興味を持ち、子どもの本を積極的に読む。近隣の公共図書館を積極的に利用する。

読み聞かせ等の技法の基本を身に付ける。

配付資料、教科書を精読する。 4

発達と学習における読書の役割 配付資料、教科書を精読する。 4

児童資料①絵本の選び方と評価の基準 配付資料、教科書を精読する。 4

技能・表現

児童資料の選択、児童サービスの意義及び専門性 配付資料、教科書を精読する。 4

児童サービスの企画・立案、運営等、フロアーワーク、貸出 配付資料、教科書を精読する。 4

児童資料②物語、伝承文学、知識の本の選び方と評価基準 配付資料、教科書を精読する。 4

【演習】絵本の評価 配付資料をもとに絵本を選び、準備する。 4

ストーリーテリング、ブックトーク、展示 配付資料、教科書を精読する。 4

乳幼児サービス(ブックスタート等）と資料 配付資料、教科書を精読し、紹介された絵本を読む。 4

読みきかせの仕方、おはなし会のプログラムの作り方 配付資料、教科書を精読する。 4

【実習】読みきかせ（班別） 読み聞かせに向く本を選び、練習しておく。 4

【演習】レファレンスサービス 割り当てられた課題の回答を準備してくる。 4

学校図書館へのサービス、地域と公共図書館 配付資料、教科書を精読する。 4

ヤングアダルトサービス 配付資料、教科書を精読する。 4

学習支援としての児童サービス（レファレンスサービス） 配付資料、教科書を精読する。 4

成績評価方法

知識・理解 思考・判断 興味・意欲・態度 技能・表現

レポート 〇 〇

受講状況・態度 〇

20%

課題 〇 〇 10%

評価割合

筆記試験 〇 〇 40%

20%

実技 〇 10%

読書と豊かな人間性、図書館サービス概論、図書館サービス特論

課題返却時に口頭やコメントでフィードバックします。

教科書：児童サービス論　植松貞夫・鈴木佳苗編集　樹村房　（現代図書館情報学シリーズ６）
毎回配付資料あり

本学e-ラーニングサイト(FWJConLine)を用いて、授業資料の提示を行います。

大学図書館や身近な公共図書館を利用して、子どものための資料をたくさん読みましょう。

その他（　　　）


